介護保険 「住宅改修費」の支給申請について
（担当のケアマネージャーに、ご相談ください）
１ 申請者　　介護保険の要介護認定者（要支援認定者を含む）
２ 対象住宅　　要介護認定者が、生活している住宅

３ 支給額　　住宅改修にかかった工事費用の９割。最高１８万円まで支給。
（２０万円を超えた工事費用は、全額自己負担。）

４ 申請回数　　原則１人１回。
支給限度基準額（２０万円）までの工事を、数回に分けて申請しても可。

（要介護度が３段階以上重くなった方や転居された方は、再度、支給限度基準額まで支給可。）
５ 対象となる住宅改修の種類

（１）手すりの取り付け

（２）段差の解消

（３）滑りの防止および移動の円滑化等のための床または通路面の材料の変更
（４）引き戸等への扉の取り替え

（５）洋式便器等への便器の取り替え
（６）上の(1)～(5)に付帯して必要となる住宅改修

６ 提出書類　 （１）申請（注意：申請者・家族・ケアマネージャー等・施工業者・役場担当者の立会いのもと、工事住宅において協議した後に申請すること。）
①申請書

②住宅改修が必要な理由書（１）・（２）（ケアマネージャー等が作成したもの）

③見積書及び工事内訳書

④平面図（住宅の平面図に、工事箇所を記入したもの）

⑤着工前写真

⑥承諾書　（ア）入院中や施設入所中の方
（イ）要介護認定の申請中の方
　　　　　　　（２）完了報告（注意：住宅改修費用を全額、施工業者に支払った後に、完了報告すること。請求書は添付しなくてよい。）
①完了報告書（原則、振込口座は申請人名義）
②領収書（住宅改修に要した全費用を、施工業者に支払ったもの：申請人名義）

③改修後の写真
④工事内訳書（申請から変更があった場合のみ）

⑤退院（退所）が証明できるもの（退院・退所前に申請している場合のみ）
※ 次の事項に、ご注意ください。
（ア）入院中・施設入所中の方の申請　退院（退所）の中止等により、申請中の住宅に居住できなくなった場合には、住宅改修費用の全額（退院後に再入院し、退院が中止になった場合には、再入院以降の工事金額）を自己負担していただくことになります。
（イ）認定申請中の方の申請　認定結果が非該当と判定された場合には、住宅改修費用の全額　　（更新申請の場合には、非該当以降の工事金額）を自己負担していただくことになります。
～くわしくは、和水町役場 健康福祉課 介護保険係 までお尋ね下さい。～
電話（本庁）０９６８－８６－３１１１
（支所）０９６８－３４－３１１１
